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2021年10月26日 2021年11月の注目イベント
2021年10月04日 交錯する好悪材料で乱高下する米国株式市場

2021年10月29日
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 米国では、S&P500種指数に採用されている企業の7-

9月期の決算発表が佳境に入りました。リフィニティブによ

れば、10月28日現在、決算発表の進捗率は49％で増

益率は前年同期比＋38.6％です。また、82％の企業が

事前予想を上回っています。こうした好決算を受けて、

28日はS&P500種指数、NASDAQ総合指数が最高

値を更新しました。

来年に向け業績上振れのチャンスも
リビジョン・インデックスから見る今後の米国株式市場

 7-9月期の増益率は大幅な上方修正ですが、1年先予

想ベースで計算されるリビジョン・インデックスはゼロ近傍へ

大きく低下しています。これは、来年の増益率の見通しが

2桁から1桁台に低下する中、現時点で上振れを想定す

る要因が少なく、慎重な見方となっていることが背景です。

増益率は前年同期比＋38.6％
82％の企業が事前予想を上回る

低下するリビジョン・インデックス
増益見通しに慎重なことが背景

来年に向け業績上振れの
チャンスも

 米国株式市場は、リビジョン・インデックスがプラスでなくても

増益基調が維持されれば総じて堅調に推移するため、過

度に懸念する必要はありません。一方、リビジョン・インデッ

クスが上昇に転じれば米国株式市場にとっては追い風に

なります。今後、その可能性はあると考えられます。

 ポイントは、遅れている大型インフラ投資と新年度予算が

いつ成立するかです。民主党は予算規模を縮小して年内

の成立を目指す方針と言われています。予算規模は

3.5兆ドルが2兆ドルを下回る水準に下方修正される見

通しですが、それでも22年のGDP押し上げ効果が期待さ

れます。インフラ投資、新年度予算にメドが立てば、来年

に向けた企業業績の上振れが再度期待される局面がくる

と考えられ、米国株式市場も堅調に推移する見通しです。
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（注）データは2021年10月28日現在。 は2桁以上の上昇率を示す。
（出所）リフィニティブのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【S&P500種採用企業の業績見通し】
（前年同期比、％）

（注）データは2016年1月7日～2021年10月28日。リビジョン・インデック
スは2021年10月21日まで。週次、4週移動平均。リビジョン・インデッ
クス：当期利益のコンセンサス予想をベースに、（上方修正件数－下
方修正件数）÷（上方修正件数＋下方修正件数）で計算。当期
利益は1年先、I/B/E/S予想。

（出所）Datastreamのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【S&P500種指数とリビジョン・インデックス】

セクター 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月

（実績） （実績・予想） （予想） （予想） （予想） （予想）

S&P500全体 96.3 38.6 23.1 6.7 4.3 8.2

一般消費財 380.5 17.8 21.4 7.0 26.4 37.4

生活必需品 20.4 5.8 2.1 5.3 4.9 7.8

エネルギー 243.3 1,572.3 8,324.9 150.3 49.8 11.2

金融 158.2 35.0 3.1 ▲ 18.4 ▲ 16.5 ▲ 4.8

ヘルスケア 27.2 21.2 22.9 6.6 3.0 5.6

資本財・サービス 698.4 84.8 54.7 57.7 32.6 32.0

素材 139.5 93.6 65.1 31.3 1.1 ▲ 8.4

不動産 38.7 21.4 14.1 8.4 ▲ 2.4 6.9

情報技術 49.6 35.6 14.8 5.0 3.1 7.3

コミュニケーション・サービス 72.8 36.7 11.9 1.0 1.6 5.9

公益事業 12.6 0.6 ▲ 0.1 6.2 ▲ 7.9 3.8
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